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大気中ガス状水銀濃度(ng/m3) 測志期間区 分 測 定 数
平 均 値 中 央 値 最 低 値 最 高 値 標 準 偏 差
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図-８粒子状水銀，カルシウム及び硝酸塩濃度の時系列変化
１
図-92009年３月１７日１２時柏崎到着気団の後方流跡線(120時間）
-２０-
柏崎地域における大気中ガス状及び粒子状水銀の濃度変動
４．まとめ
柏崎市藤橋地区に位置する新潟工科大学北棟屋上において，2008年８月２０日から２００９
年９月３日まで，また，この北方約4kmの柏崎市穂波町に位置する集合住宅６階ベランダ
において2008年12月１日から2009年４月30日まで大気中ガス状水銀濃度の測定を行う
とともに，大学北棟屋上において，2008年９月４日から２００９年９月２日まで大気中粒子
状水銀濃度の測定を行った．得られたガス状水銀濃度の中央値は,大学屋上で1.77ng/m3,
穂波町でl.62ng/m3であり，大学屋上における昼間及び夜間におけるガス状水銀濃度測定
値の中央値は，昼間l.89ng/m3,夜間l.71ng/m3と昼間が約0.2ng/m3高く，人為的な発生
源の影響が昼間に大きいものと考えられる．大気中ガス状水銀濃度は日平均値でlOng/m3
を超える高濃度が記録される日もあったが，水銀の長期暴露に伴う健康リスク低減を図る
ための指針値(40ng/m3)の最大でも４分の１程度の値であり，健康リスク的には問題とな
る濃度ではなかった．一方,粒子状水銀濃度の中央値は0.0094ng/m3と粒子状水銀はガス
状水銀の約０．５％であり，大気中水銀の大部分はガス状水銀が占めていた．ガス状水銀濃
度と粒子状水銀濃度の間には明確な相関性は認められなく，また，測定した水溶性成分の
なかでは硝酸塩及びカルシウムと粒子状水銀間に有意な相関性が認められた．
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